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【平成２４年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見

込まれる 

 Ａ－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込

まれるが、一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の

減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究は、透過電子顕微鏡内に MEMS デバイスによる計測系を組み込み、ナノ物体の応力変

形や表面・固相内拡散、電気や熱の伝導を実時間でその場測定するとともに、分子動力学計算

などとの比較解析も進めて、これらの現象の微視的機構を解明することを目的としている。既

に温度可変計測、分子ピンセット操作及びナノ剪断破壊計測が可能なデバイスを開発して計測

法を確立し、拡散接合、電気接点劣化、繊維状ナノ材料特性、ナノ熱伝導特性及びナノトライ

ボロジーなどに関する研究成果を挙げつつあり、研究は順調に進展していると評価できる。今

後、より一層の研究成果の蓄積がなされ、巨視的な挙動と微視的な機構を結びつける新たな研

究領域が開拓されることを期待する。 

 

 

 

【平成２６年度 検証結果】 

検証結果 本研究課題は、半導体マイクロ・ナノ加工で作製した MEMS デバイスを、透過

電子顕微鏡（TEM）内で動作させ、微視的な観察・計測系を確立し、実用上重要

な課題の微視レベルからの観察・評価を可能とする計測法を確立することに成功

している。これらの実験結果を分子動力学などの計算機解析と比較することで、

様々な微視的機構の解明を行った。ナノトライボロジー試験法のためのアクチュ

エーターデバイスを開発するなど、研究進捗評価以降も研究が着実に進展し、研

究成果の論文発表など、成果が蓄積されていると判断できる。今後も引き続き研

究を進展させ、新たな研究領域の開拓と、実用上重要な課題の応用展開が図られ

ることを期待したい。 
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